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はじめに　　本稿は、奈良時代創建の東大寺東塔（以下、

「天平塔」と仮称）の復元原案の作成にあたり、最上重（七重）

の平面規模と水平・垂直方向の逓減について検討するも
のである。
　最上重の平面規模は、相輪の規模やその支持方法と関
連があると思われる。そこで、史料に記される相輪から
最上重の平面規模を検討し、水平方向の逓減を考察す
る。垂直方向の逓減は、現存する古代の層塔（以下、「現

存塔」と仮称）などから、各重の高さの比を検討する。
史料と先行研究　　天平塔の相輪は、『東大寺要録』「大
仏殿碑文」に「露盤高各八丈八尺二寸」、同「東大寺権
別当実忠二十九ヶ条事」（以下、「実忠二十九ヶ条」と仮称）

に「露盤一具高八丈三尺第一盤径一丈二尺」とある １）。
　天沼は、当麻寺東塔の逓減率を参考に、天平塔の復元
図を作成した ２）。大西は、正倉院文書などから、天平塔
の相輪が平頭や博山花といった装飾をもつ、薬師寺東塔
に類似した形式であることを指摘し
た ３）。
相輪の規模　　規模は、「大仏殿碑文」
から露盤下端～宝珠天端（以下、「相輪

高」と仮称）を88.2尺、「実忠二十九ヶ条」
から第一盤の径を12.0尺とした ４）。こ
の寸法と薬師寺東塔などを参考に、ま
ずは相輪の復元図を作成した（図１）。
天平塔の相輪は、薬師寺東塔に対して
垂直方向に約2.52倍、水平方向に約2.85
倍で、露盤幅は約13.4尺となる。
相輪からみた最上重の平面規模　　史料
から知り得る第一盤の径・相輪高と、
相輪の支持部分である露盤幅に着目す
る。現存塔でのこれらと最上重の平面
規模との関係を検討すると、相輪は改
鋳されたものが多く、部材の年代や相
輪の規模によって傾向が異なった。そ
のため、およそ当初材をとどめ、大規
模（相輪高３丈以上）な４事例に絞り、
それらの関係を整理した（表２）。以下

では、これらから天平塔の最上重総間 ５）を検討する。
　まず、①露盤幅に対しては1.56～2.37倍で、天平塔で
は21～31尺となる。ただし、当初寸法をとどめるのは薬
師寺東塔のみである。次に、②第一盤の径に対しては2.12
～3.08倍で、天平塔では26～36尺となる。このうち、後
補材の可能性のある法隆寺五重塔を除けば、26～28尺に
絞られる。続いて、③相輪高に対しては、28.1～33.3%で、
天平塔では25～29尺となる。これら①②③に重複する範
囲は、26～29尺となる。
　発掘調査などから、天平塔の初重は方５間、総間52尺

（中央間12尺、両脇間・両端間各10尺）とされる ６）。各重の
逓減寸法を尺の完数値かつ等差逓減 ７）と仮定し、最上
重総間が26～29尺に納まるように検討すると、各重４尺
逓減の場合に最上重総間が28尺となる（図２）。この場合
の初重総間に対する逓減率は、53.8%である。最上重の
柱間数は、初重の柱間寸法との関係などから、方３間が
妥当と思われる。
相輪の支持方法からみた最上重の柱間寸法　　現存塔は、
いずれも最上重の小屋が改修されており、当初の露盤の
支持方法は判然としない。現状では、原則として隅木、
垂木や桔木の尻に柱盤を回して左義長柱などを立て、露
盤の肩を支持する（左義長柱も積重構法とする）。元興寺極
楽坊五重小塔では、最上重屋根の熨斗積形板の上に井桁
を組み、これに露盤の側板と天板を張る。
　これらから、天平塔では、地隅木と地垂木の尻に柱盤
を回して左義長柱を立て、露盤を支持したと考える。露
盤肩と覆鉢下端を支持する位置に左義長柱を立て、柱盤
がのる地隅木と地垂木の尻をこれより内側に引き込む。
すると、垂木掛などがのる四天柱筋の束は、左義長柱よ
りわずかに内側に引き込んだ位置に立つ。露盤幅は約
13.4尺であり、こうした露盤の支持方法から、最上重は
中央間10尺、両脇間各９尺と考えるのが妥当である。
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図１　相輪の立面図
Ｓ＝1：250
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図２　相輪と最上重の断面図　Ｓ＝1：250
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　なお、法隆寺五重塔と海住山寺五重塔は、心柱に２段
の肩を造り、相輪を支持していた。天平塔でもこの形式
に倣い、相輪の荷重の大半を心柱が負担したと考える。
垂直方向の逓減　　現存塔では、層数に関わらず、全高

（礎石天端～宝珠天端）に占める相輪高の割合は約1/3とさ
れる ８）。現存塔は、全高の約2/3を５層あるいは３層に
割り付ける。つまり、全高が同じ場合は層数が多いほど
各重の高さが小さくなり、各重での垂直方向の逓減差も
小さくなる。七重塔でも、この傾向が類推できる ９）。
　ここで、現存塔の初重に対する二重と最上重の各高さ

（各重の高さ：柱脚～上方の柱盤天端）の割合に着目する 10）。
初重の高さを100%とみたとき、二重と最上重の各高さ
の割合は、層数に関わらず一定の値を示す（表３）。二重
は66.1～75.8%、最上重は64.3% ～72.0%となる。この傾
向から、天平塔でも二重と最上重の高さの割合が、この
範囲に近似すると想像できる。三～六重の高さは、その

間の差を割り付けて逓減させる。
おわりに　　本稿では、まず相輪から最上重の平面規模
を検討し、各柱間寸法などの目安を導いた。総間（28尺）

は、天沼案（図上計測で約30尺）よりも小さく、現存塔と
比較しても大きな逓減となる。今回の検討で、天平塔の
水平・垂直方向の逓減の目安を把握し、復元原案の作成
の上で一定の知見を得た。今後はこれらの成果をふま
え、細部の検討を進めたい。
　本研究は、東大寺東塔の復元原案の作成をおこなう東
大寺からの受託研究の一部である。図面作成には、文化
財建造物保存技術協会の春日井道彦氏と中西將氏の手を
煩わせた。� （目黒新悟）
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表２　相輪と最上重総間との関係

現存塔
（建立年代） 相輪の各部材の年代

相輪の部材寸法［㎜］ 最上重
総間Ｌ
［㎜］

相輪と最上重総間の関係
（この場合の天平塔の最上重総間Ｌ［尺］）

露盤幅Ｂ 第一盤の径Ｄ 相輪高Ｈ ①Ｌ／Ｂ ②Ｌ／Ｄ ③Ｌ／Ｈ

法隆寺五重塔
（飛鳥時代末頃）

露盤・覆鉢・請花・最上部の擦管は、銘文などから元禄９年（1696）
頃。水煙は古式を残すが、後補とみられている。相輪の中で九輪と
擦管は最も古いが、保元３年（1158）頃の改鋳の可能性がある。

1,361 1,048 9,686 3,227 2.37
（31.8尺）

3.08
（37.0尺）

33.3％
（29.4尺）

薬師寺東塔
（730年）

平頭上の装飾と風鐸は欠失。蓋板・覆鉢は昭和、九輪・水煙・竜車・
宝珠は平成に新調されるも、当初形式を保つ。 1,388 1,242 10,342 2,939 2.12

（28.4尺）
2.37

（28.4尺）
28.4％

（25.0尺）

元興寺極楽坊
五重小塔

（奈良時代末頃）

擦管は、最下段以外で心柱を化粧とする。心柱は最上部が当初材で、
その下は明治。露盤・請花・水煙・竜車は欠失し、それ以外は当初
材。露盤の旧枠組を残す。請花と第一盤との間隔は、推定復原。

4,000 2,950 22,210 6,240 1.56
（20.9尺）

2.12
（25.4尺）

28.1％
（24.8尺）

醍醐寺五重塔
（951年）

露盤は近世。最下段の擦管は天福とみられたが、昭和に新調。請花・
風鐸・水煙は欠失。それ以外はほとんどが当初材。 2,294 1,873 12,836 4,094 1.78

（23.9尺）
2.19

（26.3尺）
31.9％

（28.1尺）

※各修理工事報告書などにもとづく。当初寸法にもとづく数値は太字とした。なお、小塔は寸法を10倍し、天平塔では基準尺を0.295ｍとした。

表３　初重に対する二重と最上重の高さの割合

現存塔
（建立年代）

層
数

各重の高さ［㎜］ 初重に対する高さの割合

初重 二重 最上重 二重 最上重

法隆寺五重塔
（飛鳥時代末頃）

五
重
塔

5,962 4,030 3,831 67.6％ 64.3％

海龍王寺五重小塔
（奈良時代初頭頃） 7,954 5,257 5,393 66.1％ 67.8％

元興寺極楽坊五重小塔
（奈良時代末頃） 8,300 6,290 5,980 75.8％ 72.0％

室生寺五重塔
（平安時代初頭頃） 2,804 2,047 2,035 73.0％ 70.9％

醍醐寺五重塔
（951年） 6,221 4,381 4,348 70.4％ 69.9％

法起寺三重塔
（706年）

三
重
塔

6,331 4,735 4,248 74.8％ 67.1％

薬師寺東塔
（730年） 8,214 7,430 7,208 90.5％ 87.8％

当麻寺東塔
（奈良時代末頃） 5,999 4,424 4,303 73.7％ 71.7％

当麻寺西塔
（平安時代） 5,636 4,000 3,878 71.0％ 68.8％

五重塔の範囲
（平均）

66.1～75.8％
（70.6％）

64.3～72.0％
（69.0％）

三重塔の範囲
（平均）

71.0～74.8％
（73.2％）

67.1～71.7％
（69.2％）

※各修理工事報告書や保存図にもとづく。
※全重裳階付の薬師寺東塔は特異な傾向のため、範囲・平均の算出で除外した。
※�海龍王寺五重小塔の組上構造は、現存塔と異なる。室生寺五重塔は、小規模で厚板

葺である。醍醐寺五重塔は、当初の五重の柱高さが不明で、現状では四重より長い。
※小塔２基は寸法を10倍した。
※最上重の高さは、推定復元値である。


